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１．はじめに 
 日本では、たばこを発火源とする火災は、放火、
コンロについで出火件数が多く、失火による死者数
では第 1 位（不明を除く）となっている 1）。このた
ばこ火災低減に向けた施策の一つとして、諸外国で
は、低延焼性（RIP）シガレットが注目されている。
しかし、これまでのところ規制導入国において RIP
シガレットと火災件数低減の相関性を明確に示す統
計報告はない。 
 これを受けて、筆者らは日本の生活環境を踏まえ、
通常シガレットとRIPシガレットの比較検証を行っ
てきた。既報では、寝たばこを想定し、詰物材質の
異なる布団を用いて検討した結果、布団くん焼継続
の有無は、通常－RIP シガレット間の差異よりも、
布団詰物素材の差異が支配的であった 2）。 

 しかし、実火災には詰物以外に着火物の組成やた
ばこと布団の設置状況など様々な状況が想定され
る。また、布団の側地を変更した場合に、くん焼継
続の傾向が変化するとの報告もなされている 3）。 
 加えて、たばこを発火源とする布団くん焼実験で
は、ばらつきが大きいことが知られているが、これ
を十分な試行回数で検討した例はない。 

 本報では、通常－RIP シガレット間の着火性に差
異が生まれる条件、およびくん焼継続有無に与える
側地の影響の検討を目的として、側地を変更した条
件下にて通常およびRIPシガレットを用いた燃焼実
験を行い、くん焼継続有無の比較を行った。 
 
２．実験概要 
２．１ 実験方法 
 通常－RIP シガレット間の比較に加え、側地の違
いがくん焼継続有無に与える影響を既報 2) の結果と
比較・検討するため、実験方法は既報同様とした。
実験概略図を図 1 に示す。シガレットに点火し、先
端から 5 mm まで喫煙した後、燃焼を安定させるた
め空中で自然燃焼させた。シガレットの燃焼が先端
から 15 mm の位置に達した時点で、50cm×50cm
の布団中央（重量 375±4.6875 g）に静置した後、
布団による被覆有りの条件では、上布団を被せた。
布団のくん焼状況の確認のために、温度（被覆有り
のときのみ）を合計 8点のK型熱電対（0.32 mmφ）、
重量減少を電子天秤（Mettler Toledo 製・型式
MS6002）にて測定し、一定時間経過後に布団のく
ん焼継続有無を温度分布、発煙、およびくん焼痕の
拡大状況から観察・判断した。 
 
 

 
 
 
 

 
図 1 実験概略図（左：被覆なし、右：被覆あり） 

 なお、実験中は換気・空調を停止し、静穏環境下
で実験を行った。 
２．２ 実験水準 
前述と同様の理由から、発火源についても、既報

同様とし 2)、通常シガレットに Mild Seven Super 
Light、RIP シガレットに Camel Light Blue および
Marlboro Silver Pack(以下、それぞれ MS、CB、
MB)を用いた。 
 着火物である布団の詰物素材も、既報に従い、綿
100%および綿 50％・ポリエステル 50%混紡を用い
た。側地素材については、既報では綿 100%を用い
ていることから、それぞれの詰物素材の布団に対し
て、綿に比べくん焼しづらいことが知られている綿
50％・ポリエステル 50%混紡を使用した。さらに詰
物綿 100%の布団についてはポリエステル 100%の
側地を用いた検討も行った。 
 これら 3 種のシガレット、既報の 2 種を含めた計
5 種の布団それぞれに対し、布団による被覆をしな
い場合と被覆した場合の実験を行い、計 30 水準を
比較・検討した。 
２．３ 検定手法および試行回数 
 結果の比較には、フィッシャーの正確確率検定を
用い、①「くん焼の継続有無」と「シガレット種」
の変数の独立性、②「くん焼の継続有無」と「側地
種」の変数の独立性を検定し、p 値 < 有意水準（α
= 0.05）のとき有意差があると判定した。 
 試行回数は多いほど望ましいものの、既報の結果
を同検定手法にて比較すると、10 回程度の試行回数
で、詰物素材の有意差が認められた 2）。従って、RIP
シガレットが明らかに効果を有する条件で実験した
場合に、有意差を観測するには同程度の試行回数で
十分と考えられるため、試行回数は 15 回とした。 
 また、既報の試行回数は 15 に満たないことから、
側地を変更した影響を比較・検討するため、側地が
綿 100%の布団についても実験を行い、既報と合わ
せて試行回数が合計 15 回となるようにした。 
 
３.実験結果および考察 
３．１ シガレット種間の差異 
 実験結果および代表的な実験後の写真を表 1 およ
び図 2、3 にそれぞれ示す。 
 同一の詰物、側地、および被覆条件の水準間で「く
ん焼の継続有無」と「シガレット種」の変数の独立
性を検定した。検定対象は計 30 となる。 
 布団による被覆有無によらず、全ての詰物および
側地の条件下において、MS-CB、MS-MB、CB-MB
間で有意差は認められなかった。従って、本実験条
件下では、くん焼の継続有無は通常および RIP シガ
レットの差異には依存しないと言える。 
３．２ 側地種間の差異 
 同一のシガレットおよび詰物の水準間で「くん焼
の継続有無」と「側地種」の変数の独立性を検定し
た。検定対象は計 24 となる。有意差が認められた



 

 

データを表 2 に示す。 
 詰物が綿 100%で、布団による被覆有りの場合の 9
つの検定対象のうち、7 つで有意差が認められた。
また、布団による被覆を行わない場合にはくん焼継
続する例が少ないにも関わらず、詰物が綿 100%で
ある 9 つの検定対象のうち、1 つで有意差が認めら
れた。このことから、側地もくん焼継続有無に影響
することが明らかになった。また、詰物が混紡の場
合、被覆有無に関わらず、全てのケースにおいてく
ん焼継続しなかったため、6 つの検定対象のいずれ
においても有意差は認められなかった。 
 なお、布団による被覆を行った場合には、くん焼
しやすいことが既知である綿素材を50%含んだ側地
よりも、ポリエステル 100%の側地の方がくん焼継
続する確率が有意に高かった。これは、綿は燃焼時
に溶解せず炭化する一方、ポリエステルは溶解しな
がら燃焼することから、シガレット燃焼部の熱によ
り側地が溶解し、詰物の綿が露出することで、着火
しやすくなったものと推測される。 
 
表 1 実験結果（詰物・側地素材・被覆有無による違い） 

布団素材混紡率 

（綿:ﾎﾟﾘ） 

詰物素材 側地素材 

被覆 ｼｶﾞﾚｯﾄ 
くん焼継続

回数 

MS（通常） 0/15 

CB（RIP） 0/15 100:0 50:50 無 

MB（RIP） 1/15 

MS（通常） 0/15 

CB（RIP） 0/15 50:50 50:50 無 

MB（RIP） 0/15 

MS（通常） 1/15 

CB（RIP） 0/15 100:0 0:100 無 

MB（RIP） 0/15 

MS（通常） 2/15 

CB（RIP） 2/15 100:0 100:0 無 

MB（RIP） 5/15 

MS（通常） 0/15 

CB（RIP） 0/15 50:50 100:0 無 

MB（RIP） 0/15 

MS（通常） 1/15 

CB（RIP） 1/15 100:0 50:50 有 

MB（RIP） 0/15 

MS（通常） 0/15 

CB（RIP） 0/15 50:50 50:50 有 

MB（RIP） 0/15 

MS（通常） 10/15 

CB（RIP） 9/15 100:0 0:100 有 

MB（RIP） 7/15 

MS（通常） 14/15 

CB（RIP） 12/15 100:0 100:0 有 

MB（RIP） 14/15 

MS（通常） 0/15 

CB（RIP） 0/15 50:50 100:0 有 

MB（RIP） 0/15 

 

 
 
 
 
 
 
 

図 2 布団被覆なし実験終了時 
（左：くん焼継続時、右：燃焼停止時） 

 
 
 
 
 
 
 

図 3 布団被覆あり実験終了時 
（左：くん焼継続時、右：燃焼停止時） 

 
表 2 検定結果（有意差の得られたもの） 

被覆

有無

詰物混紡比率

（綿：ﾎﾟﾘ）

ｼｶﾞ

ﾚｯﾄ

比較ﾃﾞｰﾀ 

側地（綿：ﾎﾟﾘ） 
ｐ値 

側地（100：0）:14/15
MS

側地（50：50）：1/15
p<0.0001

側地（100：0）：12/15
CB

側地（50：50）：1/15
0.0001 

側地（100：0）：14/15

有 100：0 

MB
側地（50：50）：0/15

p<0.0001

側地（50：50）：1/15
MS

側地（0：100）：10/15
0.0017 

側地（50：50）：1/15
CB

側地（0：100）：9/15
0.0052 

側地（50：50）：0/15

有 100：0 

MB
側地（0：100）：7/15

0.0063 

側地（100：0）：14/15
有 100：0 MB

側地（0：100）：7/15
0.0141 

側地（100：0）：5/15
無 100：0 MB

側地（0：100）：0/15
0.0415 

 
４.まとめ 
 布団の側地を変更して、通常シガレットと RIP シ
ガレットによる布団くん焼継続有無を比較・検討し
た。今回の実験条件下では、側地素材に関わらず、
くん焼の継続有無は通常およびRIPシガレットの差
異には依存しないこと、ならびに一定の条件におい
ては側地素材もくん焼継続有無に影響を与えること
が明らかになった。ただし、実火災は様々な状況が
想定されることから、次報では、布団の詰物密度に
着目し、布団を圧縮した条件下において比較検討を
行う。 
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１．はじめに 
 筆者らは、実験系の確立に向け、布団詰物密度に
着目した検討を行う中で、詰物密度を増加させるこ
とで、ポリエステルを含んだ布団でもくん焼継続す
ることを観測した 1）。長期間の使用により圧縮され
詰物の密度が高まった、いわゆる煎餅布団では、火
災発生リスクが高まる可能性があることは否定でき
ない。 
 しかし既報の実験では、布団を圧縮した条件下で、
通常およびRIPシガレットによる比較は行われてい
ない 1）2）3）。加えて、圧縮の影響を検討するにあた
り、十分な試行回数も担保されていない。 
 本報では、以上を鑑み、通常シガレットと RIP シ
ガレットの着火性に差異が生まれる条件、およびく
ん焼継続有無に与える圧縮の影響の検討を目的とし
て、一定の試行回数を担保し、煎餅布団を想定した
圧縮条件下にて通常およびRIPシガレットを用いた
燃焼実験を行い、くん焼継続有無を比較した。 
 
２．実験概要 
２．１ 実験方法 
 布団圧縮実験の概略を図 1 に示す。前報 2)同様、
点火したシガレットを布団中央に静置し、上布団に
て被覆した。その後、後述する装置を用いて布団を
圧縮した。くん焼状況の把握には、布団圧縮装置の
重量上の制約から、電子天秤による重量減少は測定
せず、熱電対による温度分布のみを計測した。一定
時間経過後に布団のくん焼継続有無を温度分布、発
煙、およびくん焼痕の拡大状況から観察・判断した。 
 
 
 
 
 
 
 

図 1：布団圧縮実験概略図 
 
２．２ 実験水準 
 発火源に用いたシガレットは前報 2)同様の 3 種類
とした。（通常シガレット: MS, RIP シガレット: CB, 
MB） 
 圧縮によって詰物密度を増加させることで、より
くん焼継続しやすくなることが想定されること、お
よび詰物がポリエステル 100%の布団も普及してい
ることから、着火物の布団には、前報で使用したも
のに加え、ポリエステル 100%の詰物も用いた。前
報にて、側地素材もくん焼継続有無に影響を与える
ことが明らかとなったことから、側地には前報で検
討した素材を用いた。 
 これら 3 種のシガレットと 7 種の布団の計 21 水
準にて圧縮条件下で実験を行い、前報の圧縮無しの
結果と比較・検討を行った。 

２．３ 布団圧縮装置概要 
 布団圧縮に用いた装置を図 2 に示す。装置上部に
は、外側盤厚さ 3 mm、メッシュ部直径 3 mm のス
テンレス盤（SUS304）を使用し、たばこと布団の
熱収支および酸素供給に与える影響を軽減するた
め、メッシュ開口部の面積が 80%となるよう作成し
た。装置下部は板厚 5 mm のアルミニウム合金（A1）
に高さ 350 mm のアルミフレームを 4 箇所固定した
ものを用いた。上部のステンレス盤を下 4 本、上 2
本のシャフトで支えることで布団高さを固定した。 
 布団の圧縮率は本実験が想定する煎餅布団の詰物
密度に準じて設定することが望ましいが、煎餅布団
の一般的な詰物密度はよく知られていない。また、
明らかに布団がくん焼継続または燃焼停止する条件
では、通常－RIP シガレット間で差異は認められな
いことから、RIP シガレットの効果を見出すという
観点からは、布団のくん焼継続有無が遷移する条件
を用いることが望ましい。そこで既報 1)において、
詰物が綿 50%/ポリエステル 50%の布団がくん焼継
続を始めた、圧縮率 40%に相当する高さ 100 mm を
基準として採用した。また、各種布団はサイズおよ
び詰物重量が同一であることから、密度を一定に揃
えた状態で比較するために、布団種によらず高さ
100 mm に圧縮することとし、上部ステンレス盤の
高さを底面より 100mm で固定した。 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

図 2：布団圧縮装置（左：上部、右：下部） 
 

２．４ 検定手法および試行回数 
 結果の比較には、前報 2)同様、フィッシャーの正
確確率検定を用い、①「くん焼の継続有無」と「シ
ガレット種」の変数の独立性、②「くん焼の継続有
無」と「圧縮有無」の変数の独立性を検定し、p 値 < 
有意水準（α= 0.05）のとき有意差ありと判定した。 
 なお、②の圧縮有無の影響の検討には、前報と同
じ 5 種の布団にて比較した。また、試行回数につい
ても、前報同様、全ての水準において 15 回とした。 
 
３．実験結果および考察 
 実験結果および代表的な実験後の写真を表 1、図 3
にそれぞれ示す。既報 1)と同様、ポリエステルを 50%
含んだ布団種でも、圧縮時にくん焼継続を確認した。 
３．１ シガレット種間の差異 
 同一の詰物、側地の水準間において「くん焼の継
続有無」と「シガレット種」の変数の独立性を検定



 

 

した。検定対象は計 21 となる。 
布団を圧縮した条件下においても、全ての布団種

において、MS-CB、MS-MB、CB-MB 間で有意差
は認められなかった。従って、本実験条件下では、
くん焼の継続有無は通常およびRIPシガレットの差
異には依存しないと言える。 
３．２ 圧縮有無による差異 
 同一の詰物、側地の条件下にて布団を圧縮した場
合と被覆のみした場合の「くん焼の継続有無」と「圧
縮有無」の変数の独立性を検定した。検定対象は計
15 となる。 
 表 2 に示すとおり、8 つの検討対象で有意差が認
められた。圧縮なしの条件で 0～1 回しかくん焼継
続しなかった 2 種の布団に対しては、通常および
RIP シガレットともに、圧縮時にくん焼継続回数が
有意に増加した。これは、たばこと布団の接地面積
の増加、および単位体積あたりの詰物密度増加に伴
う発熱量増加によるものと考えられる。 
 なお、他の 7 つの検定対象においては、有意差は
認められないものの、全ての検定対象において圧縮
時にくん焼継続回数の増加傾向が観測された。 
 以上より、本実験条件下では、布団の圧縮はくん
焼継続有無に大きく影響することがわかった。 
 
表 1 実験結果（圧縮実験結果） 

布団素材混紡率 

（綿:ﾎﾟﾘ） 

詰物素材 側地素材 

圧縮 ｼｶﾞﾚｯﾄ 
くん焼継続

回数 

MS（通常） 15/15 

CB（RIP） 15/15 100:0 100:0 有 

MB（RIP） 15/15 

MS（通常） 8/15 

CB（RIP） 10/15 50:50 100:0 有 

MB（RIP） 8/15 

MS（通常 0/15 

CB（RIP） 0/15 0:100 100:0 有 

MB（RIP） 0/15 

MS（通常） 15/15 

CB（RIP） 14/15 100:0 50:50 有 

MB（RIP） 15/15 

MS（通常） 14/15 

CB（RIP） 14/15 100:0 0:100 有 

MB（RIP） 15/15 

MS（通常） 4/15 

CB（RIP） 4/15 50:50 50:50 有 

MB（RIP） 5/15 

MS（通常） 0/15 

CB（RIP） 0/15 0:100 50:50 有 

MB（RIP） 0/15 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 実験終了時（左：くん焼継続時、右：燃焼停止時） 

表 2 検定結果（有意差の得られたもの） 

詰物混紡

比率 

（綿：ﾎﾟﾘ）

側地混紡

比率 

（綿：ﾎﾟﾘ）

ｼｶﾞ

ﾚｯﾄ 
比較ﾃﾞｰﾀ（回） ｐ値 

圧縮有：15/15 
MS

圧縮無：1/15 
p<0.0001

圧縮有：14/15 
CB

圧縮無：1/15 
p<0.0001

圧縮有：15/15 

100：0 50：50 

MB
圧縮無：0/15 

p<0.0001

圧縮有：8/15 
MS

圧縮無：0/15 
0.0022 

圧縮有：10/15 
CB

圧縮無：0/15 
0.0002 

圧縮有：8/15 

50：50 100：0 

MB
圧縮無：0/15 

0.0022 

圧縮有：15/15 
100：0 0：100 MB

圧縮無：7/15 
0.0022 

圧縮有：5/15 
50：50 50：50 MB

圧縮無：0/15 
0.0422 

 
４．まとめ 
 布団を圧縮した実験条件下において、通常シガレ
ットとRIPシガレットを用いてくん焼継続有無を検
討した結果、圧縮有無に関わらず、くん焼の継続有
無は通常およびRIPシガレットの差異には依存しな
いこと、ならびに布団の圧縮による詰物密度の増加
はくん焼継続有無に大きく影響することが明らかに
なった。 
 筆者らはこれまで、布団くん焼実験において、詰
物素材、側地素材、布団による被覆有無、圧縮有無
の様々な実験条件を用いて、布団のくん焼継続有無
が遷移する付近での通常シガレットとRIPシガレッ
トの差異を見出す条件を検討してきた。しかし、こ
こまでの実験結果からは、通常シガレットと RIP シ
ガレットの差異が生じる条件は明らかになっていな
い。 
 しかしながら、多様な要因により発生に至る実火
災においては、より特異かつ複合的な条件が考えら
れ、その条件下では通常および RIP シガレットの差
異が見出される可能性がある。今後は、たばこと布
団の実験における未検討項目である、敷布団と枕、
または敷布団と掛け布団のへり等のたばこの設置状
況に関して、被覆有無の中間に相当する条件の実験
を行う予定である。 
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１．はじめに 

諸外国ではたばこ火災低減に向けた施策の一つと

して、低延焼性（RIP）シガレットが注目されてい

る。筆者らは日本の生活環境下における RIPシガレ

ットの有効性を検証するために、寝たばこによる火

災を想定した布団くん焼実験を用いて通常－RIP シ

ガレット間の着火性を比較・検討してきた 1) 2)。 

既報では、複数の布団詰物および側地素材を用い、

異なる布団－シガレット間の設置状況（被覆有無、

圧縮有無）にて、通常および RIPシガレットによる

布団のくん焼継続有無を比較してきた。しかしなが

ら、これまでの実験においては、通常および RIPシ

ガレット間で明確な差異は見られていない。 

本研究では、既報に引き続き、寝たばこを想定し

た布団くん焼実験により、通常シガレットと RIPシ

ガレットの着火性を比較した。実生活においては、

寝たばこ中に落下したシガレットが、布団へり部に

留まる状況も容易に想定されることから、これを踏

まえたシガレットの設置条件を用いて布団くん焼実

験を行い、布団のくん焼継続有無を比較した。 

 

２．実験の概要 

２．１ 実験方法 

 実験概略図を図 1に示す。布団のへり部を再現す

る場合、実際の生活環境に即し、下布団に上布団を

重ねた状態とするのが望ましい。しかしながら、布

団は容易に変形することに加え、詰物種により弾性

が異なることから、布団の端部の形状が安定しない

ことが想定される。そこで、布団を L字型に固定し、

治具を用いてシガレットを設置した後、へり部に一

定距離埋没させた。ここで、実生活において布団へ

り部に留まるシガレットと布団の接触度合いは不明

であるため、最大でシガレットの直径に相当する 8 

mm埋没させることとし、0 mm、4 mm、8mmの 3

条件で検討した。加えて、シガレット設置時に治具

を用いることで、人為的誤差の低減を図った。3 つ

の条件におけるシガレットと布団の設置状況を図 2

に示す。 

既報 1）同様、シガレットに点火し、先端から 5 mm 

まで喫煙した後、燃焼を安定させるため空中で自然

燃焼させた。シガレットの燃焼が先端から 15 mm

の位置に達した時点で、先述の通り、布団のへり部

にシガレットを設置した。設置後、くん焼状況の把

握の一助とするために、サーモカメラ（NEC Avio 赤

外線テクノロジー社製H2640）により熱画像を記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1：布団へり置き実験概略図 

 

 

 

 

 

 

図 2：シガレットの設置状況の比較 

し、一定時間経過後に布団のくん焼継続有無を温度

分布、発煙およびくん焼痕の拡大状況から観察・判

断した。 

２．２ 実験水準 

 既報 1) の結果と比較・検討するため、通常シガレ

ットにMild Seven Super Light、RIPシガレットに

Camel Light BlueおよびMarlboro Silver Pack(以

下、それぞれMS、CB、MB)を用いた。 

 着火物である布団については、既報で扱ったもの

のうち、詰物および側地がともに綿 100%の布団、

詰物が綿 50％・ポリエステル 50%混紡で、側地綿

100%の布団の 2種を用いた。 

２．３ 検定手法および試行回数 

 結果の比較には、既報 1)同様、フィッシャーの正

確確率検定を用い、①「くん焼の継続有無」と「シ

ガレット種」の変数の独立性、②「くん焼の継続有

無」と「シガレットと布団の設置条件」の変数の独

立性を検定し、p値 < 有意水準（α= 0.05）のとき

有意差ありと判定した。 

 また、上記②の設置条件の影響の検討においては、

既報にて検討した、布団により被覆する場合、ある

いは被覆しない場合との比較も行った。なお試行回

数については、既報同様、15回とした。 

 

３．実験結果および考察 

 実験結果を表 1、代表的な実験後の写真を図 3 に

それぞれ示す。詰物・側地がともに綿 100%の布団

においては、シガレットの布団への埋没量の増加に

4mm埋没 8mm埋没0mm埋没



 

 

伴い、くん焼継続回数が増加する傾向が認められた。

また、ポリエステルを詰物に 50%含んだ布団では、

一例もくん焼継続しなかった。なお、RIP シガレッ

トの特長として期待される、シガレットが布団上で

自己消火（フィルター部に近いチップペーパー部に

到達する以前にシガレットが消火）したケースは、

綿 50％・ポリエステル 50％の布団を用い、へり部

に 0mm埋没させた場合の CBの 2例のみであった。 

３．１ シガレット種間の差異 

 同一の詰物、側地、設置条件の水準間において、

「くん焼の継続有無」と「シガレット種」間の変数

の独立性を検定した。検定対象は計 18 となる。布

団へり部にシガレットを設置した全ての実験条件下

において、MS-CB、MS-MB、CB-MB 間で有意差

は認められなかった。最も p値の小さい値でも、詰

物・側地がともに綿 100%の布団を用い、へり部に

4mm埋没させた場合の p = 0.4269 であった（MS

が 15 回中 6 回、CB・MB がそれぞれ 15 回中 3 回

くん焼継続した場合を比較）。現行の試行回数では、

くん焼継続有無が通常およびRIPシガレットの差異

に依存するとはいえないと考えられる。しかしなが

ら、へり部に埋没させた場合、シガレットが自己消

火する点が観察できないものの、RIP シガレットに

比べ、通常シガレットのくん焼継続回数が一貫して

多い傾向がみられた。したがって、より実用的な知

見を得るためには、試行回数の増加やシガレット種

の追加等の更なる検討が必要であると考えられる。 

３．２ 設置条件による差異 

 同一の詰物、側地の条件下にて、「くん焼の継続

有無」と「シガレットと布団の設置条件」の変数の

独立性を検定した。検定対象は計 54となる。 

 表 2に示すとおり、11の検討対象で有意差が認め

られた。布団を被覆した場合およびへり部に 8mm

埋没させた場合は、布団へり部に 0mm 埋没させた

場合に比べ、くん焼継続回数が有意に多かった。 

 以上より、本実験条件下では、シガレットと布団

の設置状況はくん焼継続有無に影響するといえる。 

 

４．まとめ 

 布団のへり部に設置した実験条件下において、通

常シガレットとRIPシガレットのくん焼継続有無を

比較した結果、以下のことがわかった。 

1) シガレット種にかかわらず、布団素材等の影響

が最も大きかった 

2) シガレット種にかかわらず、布団へり部への埋

没量の増加に伴い、くん焼継続回数が増加した 

3) 既報同様 1)2)、通常-RIPシガレット間に有意な

差は認められず、布団素材やシガレットの設置

状況が与えるような、明確な影響はみられなか

った 

4) へり部に埋没させた実験では、RIPの特長がみ

られないものの、通常シガレットのくん焼継続

回数が一貫して多い傾向が得られた 

 上記 4)については、今後、より実用的な知見を得

るため、試行回数の増加やシガレット種の追加等の

更なる検討が必要であると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 実験終了時（左：くん焼継続時、右：燃焼停止時） 

表 1 実験結果 

布団種 
Cig. 

設置条件ごとのくん焼継続回数 

詰物 側地 0mm 埋没 4mm 埋没 8mm 埋没 

綿 100% 綿 100% 

MS 1/15 6/15 9/15 

CB 0/15 3/15 6/15 

MB 1/15 3/15 7/15 

綿 50%･

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ

50% 

綿 100% 

MS 0/15 0/15 0/15 

CB 0/15 0/15 0/15 

MB 0/15 0/15 0/15 

表 2 検定結果（有意差の得られたもの） 

布団種 
Cig. 比較ﾃﾞｰﾀ（回） ｐ値 

詰物 側地 

綿100% 綿100% 

MS 
へり置き(0mm埋没)：1/15 

p < 0.0001 
被覆あり：14/15 

CB 
へり置き(0mm埋没)：0/15 

p < 0.0001 
被覆あり：12/15 

MB 
へり置き(0mm埋没)：1/15 

p < 0.0001 
被覆あり：14/15 

綿100% 綿100% 

MS 
へり置き(0mm埋没)：1/15 

0.0052 
へり置き(8mm埋没)：9/15 

CB 
へり置き(0mm埋没)：0/15 

0.0168 
へり置き(8mm埋没)：6/15 

MB 
へり置き(0mm埋没)：1/15 

0.0351 
へり置き(8mm埋没)：7/15 

綿100% 綿100% 

MS 
へり置き(4mm埋没)：6/15 

0.0052 
被覆あり：14/15 

CB 
へり置き(4mm埋没)：3/15 

0.0028 
被覆あり：12/15 

MB 
へり置き(4mm埋没)：3/15 

0.0001 
被覆あり：14/15 

綿100% 綿100% MS 
へり置き(8mm埋没)：9/15 

0.0209 
被覆なし：2/15 

綿100% 綿100% MB 
へり置き(8mm埋没)：7/15 

0.0141 
被覆あり：14/15 
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